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3月定例会の
あらまし

◆普通交付税の一本算定に伴い、地方交付税は前年度を下回ると見
込んで計上
◆町債には過疎対策事業債など条件の有利なものを選択、起債額が
償還元金総額を超えないよう配慮

◆東京 2020オリンピック・パラリンピックの機運を高めるための取り組
みに配分
◆産業振興や観光振興に係る交流推進事業に配分
◆「美郷町補助金等交付基準」に沿った編成

定

例

会

概

要

3月
定例会 定

例

会

概

要

モンベル直営店出店１億円、七滝山林道整備5566
一般会計は110億円、観光 振興に積極配分
誕生から15年の美郷町、令和元年度の当初予算

万円、湧太郎空調工事8424万円

　自主財源は、町税や使用料・寄付金など、町が独自に調達できるお金のことです。この割合が
高いほど財政が安定し、自律的な運営ができることになります。
　義務的経費は、支出が義務付けられているお金（人件費・扶助費・公債費）のことで、任意に
削減できません。この割合が低いほど、建設事業や他の様々なサービスにお金を使うことができ
ます。
　財政健全化に努めてきた美郷町の自主財源比率は 25％、義務的経費比率は 34％と、どちらも
改善されてきています。

会 計 区 分 予算額 前年度比較
一 般 会 計 110億７２５７万８千円 ‐２億４１３１万４千円
国民健康保険特別会計 22億３６９８万２千円 ‐２６２６万４千円
下水道事業特別会計 ２億　３０８万２千円 ‐３５８万５千円
農業集落排水事業特別会計 ２億　６１３万９千円 ‐１９１３万３千円
後期高齢者医療特別会計 1億９９４２万２千円 １７７万３千円

水 道 事 業 会 計
収　　入 支　　出

５億８３０１万８千円 ６億８４４７万６千円

自主財源比率と義務的経費比率

町　税
（13％）

自主財源・
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（12％）

町債
（9％）

地方交付税（44％）

依存財源・
その他
（6％）

依存財源・
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（6％）
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投資的
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他他源源

歳 入 歳 出
（性質別）

一般会計
歳　出

（性質別）

地域の格差をなくすため、
国から交付されるお金

事務組合への負担金や
各種団体への補助金

消費的な
支出 賃金、
交際費等

地方譲与税、
利子割交付金など

福祉などの費用

借り入れた
お金の返済

国・県からの
補助金など

町民税、固定資産税など
町民の皆さんから納めら
れる税金

町職員の給与など

使用料、
寄付金など

国などから
借りるお金

町で集めるお金

国庫県支出金
（16％）

自主財源

支出が義務づけ
らているお金

義務的経費

社会資本の整備
にかけるお金

投資的経費
国・県・借入金

に頼るお金

依存財源

人件費
（15％）

扶助費
（9％）

公債費
（10％）

補助費等
（23％）

物件費
（23％）

積立金・
貸付金・
繰出金・
予備費
（8％）

普通建設
事業費・
災害復旧費
（12％）

人件費 16億9775万円
扶助費 9億9900万円
公債費 10億7957万円
普通建設事業費・災害復旧費 13億4979万円
補助費等 25億9701万円
物件費 25億2096万円
積立金・貸付金・繰出金・予備費 8億2845万円

一般会計
歳　入

町税 14億2475万円
自主財源・その他 13億4694万円
町債 10億2980万円
地方交付税 49億 651万円
国庫県支出金 17億2077万円
依存財源・その他 6億4378万円

（万円未満切り捨て）
（万円未満切り捨て）
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編成方針 編成方針

　
３
月
定
例
会
を
３
月
１
日
か
ら
18
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
町
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成

31
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
29
件
の
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
２
議
員
が
登
壇
し
町
政
を
質
し
ま
し
た
。
請
願
・
陳
情
は
２
件
を
採
択
し
関
係
機

関
に
意
見
書
を
提
出
、
１
件
は
不
採
択
、
３
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

タイとの交流

あきた美郷づくり㈱が設立
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深沢義一 議員 小原正彦 議員

◆観光振興業務委託料の 
　中身について
実行委員会と業務の一部を引
き継ぐ新会社との関係が心配。

鈴木正洋 議員

◆観光振興に関する予算
モンベルと協力して観光に力
を入れ地域経済の活性化を。

議長　澁谷俊二
◆未来に向けた
　町づくりを

内田清文 議員

◆モンベル関連予算
モンベルは歓迎だが説明不足。
回収計画もない。マイナスの
影響も考慮されていない。一
事が万事でないことを願う。

髙山茂雄 議員

◆薬用植物栽培事業に
　関する予算
龍角散との繋がりを今後とも
大切にしたいと思う。

森元淑雄 議員

◆小中学校に対する教育費
町の将来を担う児童生徒に国
際的な感覚を身につける教育
や、様々な体験学習をする予
算が計上されており評価する。

泉美和子 議員

◆消費税の歳入と歳出の
　状況について
10月から消費税10パーセン
トへの引き上げは町民生活と
町への影響が大きい。

深澤均 議員

◆インバウンド・観光・
　交流人口予算
人口減少などを思うとき交流
人口の増加は大事である。
費用対効果に注目している。

◆公債費の推移と今期の
　起債額のバランス
将来を展望した公債費の推移、
補助金も含め注視した。

◆薬用植物栽培事業
薬用植物栽培を行っている農
業者に対する補助金の実績と
出荷数量の推移に注目した。

◆モンベルショップ建設
　の予算
当該地は国交省の所有と認識
しているが、取得方法はどの
様にするのか。

◆すべての教室への
　エアコン設置
町の将来を担う子供たちの教
育こそ、最も大切な事業であ
る。

◆営農継続支援事業
兼業でも意欲を持って継続し
ている農業者を支援すること
は必要。

◆産業振興・観光振興に
　積極的な財源配分
起業支援、商店等にぎわい創
出事業、まちなかエリア活性
化事業など、きめ細かな対応。

◆将来を展望した
　バランスの良い予算

◆モンベル関連予算
世界的企業の誘致は、観光振
興のはずみとなる。防災協定
は住民の安心安全につながる。

副議長　熊谷隆一 

藤原政春 議員村田薫 議員

鈴木良勝 議員

伊藤福章 議員 熊谷良夫 議員 細井邦男 議員
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美郷でアウトドア体験、滞在型観光を推進

モ ン ベ ル

県内初出店

内
田
議
員　
　
　

投
資
総
額
は
い
く
ら
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
　
　

31
年
度
予
算
に
計
上
し

て
い
る
「
連
携
企
業
拠
点
整
備
支
援
事
業
補
助
金
」

（
１
億
円
）、「
道
の
駅
雁
の
里
せ
ん
な
ん
駐
車
場
整

備
工
事
」（
６
６
３
万
２
千
円
）、「
登
記
事
務
委
託
料
」

（
１
５
０
万
8
千
円
）
が
全
て
。

深
澤（
均
）議
員　
補
助
す
る
１
億
円
は
何
年
で
戻
っ

て
く
る
の
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
モ
ン
ベ
ル
が
出
店
し
た
他
市

町
村
を
参
考
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
年
間
約
７
０
０

万
円
（
固
定
資
産
税
、
法
人
住
民
税
、
土
地
の
貸
付

料
）
が
純
粋
に
町
へ
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

約
15
年
と
見
込
ま
れ
る
。

内
田
議
員　
　
　

ど
れ
だ
け
の
来
客
者
数
を
見
込
ん

　
日
本
を
代
表
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
総
合
メ
ー
カ
ー
の
モ
ン
ベ

ル
が
、
秋
田
県
初
の
直
営
店
「
モ
ン
ベ
ル
あ
き
た
美
郷
町
店
」

を
「
道
の
駅
雁
の
里
せ
ん
な
ん
」
の
敷
地
内
に
出
す
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
美
郷
町
は
、
補
助
金
と
し

て
１
億
円
を
支
出
す
る
計
画
を
31
年
度
予
算
に
盛
り
込
み
ま

し
た
。
モ
ン
ベ
ル
の
出
店
と
道
の
駅
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
３
月
７
日
の
予
算
総
括
質
疑
と
、
８
日
の
予
算
特
別
委

員
会
で
、
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し

ま
す
。（　
　
　
は
総
括
質
疑
で
の
内
容
で
す
。）

総
括

総
括

総
括

総
括

で
い
る
の
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
　
　

道
の
駅
の
来

客
者
数
は
年
間
お
よ
そ
40
万
人
で
あ
る
。

モ
ン
ベ
ル
が
出
店
し
、
道
の
駅
が
総
合
観

光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
機
能
も
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
来
客

者
数
は
25
％
ほ
ど
増
加
し
、
物
産
販
売
な

ど
に
お
け
る
年
間
の
売
上
高
は
１
０
０
０

万
円
ほ
ど
増
え
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

泉
議
員　
　
　

民
間
企
業
へ
多
額
の
補
助

金
を
出
す
こ
と
に
、
町
民
か
ら
疑
問
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
町
民
の
生
活
に
、
ど

ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

町
長　
　
　

こ
れ
は
「
観
光
振
興
」
を
目

的
と
し
た
「
企
業
誘
致
」
で
あ
る
。
業
種

は
製
造
業
で
な
く
販
売
業
だ
が
、
町
が
賑

わ
い
、
雇
用
が
生
ま
れ
、
経
済
的
効
果
に

つ
な
が
る
。

 

内
田
議
員　
　
　

モ
ン
ベ
ル
が
出
店
す
る

こ
と
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
ど
う
考

え
る
の
か
。
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
活
性
化
事

業
の
よ
う
な
地
道
な
取
り
組
み
に
与
え
る

影
響
は
。

町
長　
　
　

ま
ち
な
か
エ
リ
ア
活
性
化
事

業
へ
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
は
想
定
で
き
な
い
。

モ
ン
ベ
ル
に
は
カ
フ
ェ
を
併
設
し
て
い
る

店
も
あ
る
が
、
美
郷
町
で
カ
フ
ェ
の
展
開

は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
　
　

宿
泊
施
設
が

六
郷
中
心
部
に
は
な
い
た
め
、
受
け
皿
と

な
る
民
泊
や
農
家
民
宿
等
の
展
開
に
注
力

し
て
い
き
た
い
。

 

鈴
木（
良
）議
員　
出
店
予
定
地
は
国
土
交

通
省
が
所
有
し
て
い
る
土
地
の
は
ず
。
工

事
費
を
計
上
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
土
地

を
購
入
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
国
土
交
通
省
の
土

地
と
、
道
の
駅
の
施
設
南
側
に
あ
る
町
が

所
有
す
る
土
地
と
を
、
将
来
的
に
は
同
面

積
で
交
換
す
る
と
い
う
内
容
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。
工
事
費
に
は
、
緑
地
部
分
の

撤
去
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
撤
去
、
整

地
等
の
費
用
を
含
ん
で
い
る
。

 

内
田
議
員　
モ
ン
ベ
ル
が
８
年
以
内
に
撤

退
し
た
場
合
は
補
助
金
が
返
還
さ
れ
る
と

い
う
が
、
そ
れ
以
降
に
撤
退
し
た
ら
ど
う

な
る
の
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
財
産
を
処
分
し
た

場
合
は
、
残
存
し
て
い
る
価
値
の
半
額
を

返
還
さ
せ
る
。

「モンベルあきた美郷町店」 出店計画
アウトドア用品の販売・レンタル、アウトド
ア体験活動を通じた町の情報発信

営業開始：令和２年４月以降
敷地面積：960平方メートル
建物構造：一部２階建て
建設費用：総額２億円以上
町補助額：上限１億円（補助率１／２）
　　　　　「過疎対策事業債」を活用、
　　　　　町の実質的な負担は3000万円
雇用計画：正社員３名ほど本社から派遣
　　　　　地元から数名を採用
調査設計：平成31年 4月～令和元年7月
建設工事：令和元年8月～令和2年 3月

【株式会社モンベル】
　日本を代表するアウトドア総合メーカー。
　本社は大阪市。資本金 2000 万円。グループ年商
800 億円。従業員数 1120 人。1975 年に現会長の
辰野勇氏が創業。
　テントやリュックサック、寝袋、登山靴、レインウ
ェアなど各種アウトドア用品を製造販売する。全国各
地にモンベル・ストアを展開し、アウトドア体験活動
ツアーも実施する。

総
括

総
括

総
括

総
括

総
括

総
括

道の駅雁の里せんなん駐車場

モンベル・ストア予定地

休憩場農産物直売
食材供給施設

産地形成促進施設

加工所
ト
イ
レ

モンベル新潟南店

予算書
クローズアップ
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新
年
度
予
算
を
審
査

 

一
般
会
計

泉
議
員　
「
個
人
町
民
税
」

（
５
億
４
２
１
１
万
３
千

円
）
の
所
得
内
訳
は
。

税
務
課
長　
課
税
対
象
と

な
る
30
年
度
の
所
得
を
、

給
与
所
得
１
６
３
億
２
８

０
０
万
円
、
年
金
所
得
12

億
７
３
０
０
万
円
、
農
業

所
得
8
億
８
９
０
０
万
円
、

営
業
所
得
8
億
３
０
０
０

万
円
、
不
動
産
所
得
4
億

７
０
０
万
円
、
一
時
所
得

６
０
０
０
万
円
と
見
込
ん

だ
。
29
年
度
の
約
98
％
と

な
っ
た
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
　
み
ん
な
の
お
金
の
使
い
道

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
、
３
月
８
・
11
日
に
予
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
要
約

し
て
お
届
け
し
ま
す
。

泉
議
員　
消
費
税
率
の
変

更
に
よ
る
「
地
方
消
費
税

交
付
金
」（
３
億
５
０
０

０
万
円
）
へ
の
影
響
は
。

企
画
財
政
課
長　
新
税
率

で
算
定
さ
れ
る
期
間
は
わ

ず
か
４
か
月
間
だ
け
で
、

増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要

や
増
税
後
の
買
い
控
え
な

ど
、
消
費
行
動
に
不
確
定

な
要
素
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
30
年
度
と
同
額
で
計

上
し
た
。

深
沢（
義
）議
員　
「
自
動

車
取
得
税
交
付
金
」（
２
３

８
８
万
２
千
円
）と「
自
動

車
税
環
境
性
能
割
交
付

金
」（
７
９
０
万
７
千
円
）

と
の
関
係
は
。

企
画
財
政
課
長　
自
動
車

取
得
税
が
10
月
か
ら
自
動

車
税
環
境
割
へ
と
切
り
替

わ
る
。
金
額
は
30
年
度
よ

り
若
干
の
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
。

暮
ら
し

小
原
議
員　
「
定
住
促
進

奨
励
金
」（
１
５
０
５
万

７
千
円
）に
つ
い
て
。「
定

住
促
進
奨
励
金
」（
移
住

者
に
固
定
資
産
税
１
年
分

を
交
付
）
と
「
美
郷
暮
ら

し
促
進
奨
励
金
」（
子
育

て
世
帯
の
住
宅
整
備
を
支

援
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算

を
何
件
と
見
込
ん
で
い
る

か
。
ま
た
、
30
年
度
の
交

付
実
績
は
。 

商
工
観
光
交
流
課
長　

「
定
住
促
進
奨
励
金
」
の

予
算
は
2
件
、
30
年
度
の

交
付
実
績
は
０
件
。「
美

郷
暮
ら
し
定
住
促
進
奨
励

金
」
の
予
算
は
39
件
、
30

年
度
の
交
付
実
績
は
35
件

（
１
３
４
１
万
2
千
円
）。

泉
議
員　
「
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
交

付
金
」（
４
３
４
万
3
千

円
）
に
関
連
し
て
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
普
及
率
は
。

住
民
生
活
課
長　
１
月
末

時
点
で
１
３
２
２
件（
６
・

６
％
）
を
発
行
。

髙
山
議
員　
「
空
き
家
等

解
体
費
補
助
金
」（
２
５

０
万
円
）
の
30
年
度
の
交

付
実
績
は
。 

住
民
生
活
課
長　
8
件
交

付
し
た
。

泉
議
員　
「
路
面
標
示
工

事
」（
白
線
引
き
作
業
・

１
０
７
０
万
３
千
円
）
を

行
う
時
期
は
。

建
設
課
長　
穴
埋
め
作
業

が
終
わ
ら
な
い
と
、
白
線

引
き
作
業
に
は
入
れ
な
い
。

発
注
は
４
月
上
旬
に
行
い
、

工
事
は
６
月
に
完
了
さ
せ

る
。
通
学
路
な
ど
を
優
先

し
て
行
う
。

熊
谷（
良
）議
員　
都
市
計

画
審
議
委
員
会
の
開
催
回

数
は
。
ま
た
都
市
計
画
道

路
で
未
着
工
の
路
線
が
あ

る
が
い
つ
拡
張
す
る
の
か
。

建
設
課
長　
会
合
は
不
定

期
で
昨
年
度
は
、
１
回
開

催
し
た
。
計
画
が
出
来
て

か
ら
、
時
間
も
経
過
し
て

状
況
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
見
直
し
を
含
め
、

方
針
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

村
田
議
員　
「
豊
か
な

里
山
林
整
備
事
業
委
託

料
」（
64
万
円
）
に
つ
い

て
、
実
施
対
象
と
す
る
区

域
は
。 

農
政
課
長　
ク
マ
対
策
と

し
て
、
大
台
野
ラ
ベ
ン
ダ

ー
園
の
東
側
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
ほ
ど
の
区
域
を
下
払
す

る
予
定
。
30
年
度
は
、
せ

せ
ら
ぎ
公
園
等
の
付
近
で

実
施
し
た
。
ク
マ
に
よ
る

人
へ
の
被
害
は
出
て
い
な

い
。

森
元
議
員　
「
大
曲
仙
北

広
域
市
町
村
圏
組
合
斎
場

費
負
担
金
」（
９
９
２
万

６
千
円
）
が
減
っ
た
理
由

は
。

住
民
生
活
課
長　
北
部
・

南
部
・
中
央
斎
場
の
工
事

が
終
わ
っ
た
た
め
。
斎
場

使
用
料
負
担
金
（
４
８
９

万
円
）
と
し
て
は
、
火
葬

３
６
０
件
ほ
ど
を
想
定
し

て
い
る
。

教
育
・
文
化

小
原
議
員　
　
「
運
行
管

理
業
務
委
託
料
」（
７
８

２
０
万
５
千
円
）
に
関
連

し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
を
委
託
す
る
会
社
の

指
名
基
準
は
。

教
育
総
務
課
長　
バ
ス
の

運
行
が
可
能
な
町
内
の
会

社
と
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
委

託
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

現
在
、
７
社
を
指
名
。
運

転
手
の
年
齢
要
件
は
70
歳

ま
で
と
し
て
い
る
。

細
井
議
員　
「
千
畑
小
学

校
改
修
等
工
事
」（
２
８

５
９
万
６
千
円
）
の
詳
細

は
。

教
育
総
務
課
長　
プ
ー
ル

に
ひ
び
割
れ
が
あ
っ
て
水

漏
れ
す
る
た
め
、
ひ
び
割

れ
の
部
分
や
タ
イ
ル
の
劣

化
な
ど
を
補
修
す
る
。
工

事
に
よ
る
授
業
へ
の
影
響

は
な
い
。

内
田
議
員　
「
六
郷
小
学

校
野
球
場
フ
ェ
ン
ス
改
修

等
工
事
」（
４
２
２
万
円
）

の
対
象
個
所
は
。

教
育
総
務
課
長　
グ
ラ
ウ

ン
ド
南
側
の
フ
ェ
ン
ス
を

改
修
す
る
。
劣
化
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
速
や
か
に

着
手
し
て
完
成
さ
せ
た
い
。

藤
原
議
員　
教
育
助
成
費

の
「
印
刷
製
本
費
」（
67

万
円
）
の
詳
細
は
。

教
育
推
進
課
長　
「
美
郷

町
教
育
を
考
え
る
会
」
と

い
う
教
職
員
の
団
体
が
作

成
し
て
い
る
「
家
庭
学
習

の
手
引
き
」
を
発
行
す
る

た
め
の
費
用
。
冊
子
に
は
、

小
学
1
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
用

と
、
保
護
者
向
け
が
あ
る
。 

内
田
議
員　
「
六
郷
小
学

校
壁
画
パ
ネ
ル
製
作
委
託

料
」（
38
万
４
千
円
）
が
、

歳
　
入

歳
　
出

千
畑
小
学
校
の
時
と
違
う

理
由
は
。

教
育
総
務
課
長　
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
に
よ
り
、
状
況

が
違
う
た
め
。
千
畑
小
学

校
は
昇
降
口
正
面
に
壁
画

を
設
置
し
た
。
六
郷
小
学

校
で
は
体
育
館
へ
入
る
通

路
に
設
置
す
る
。

深
沢（
義
）議
員　
「
合
併

15
周
年
記
念
事
業
費
」（
９

７
４
万
８
千
円
）の
詳
細

は
。

総
務
課
長　
美
郷
町
の
誕

生
か
ら
11
月
１
日
で
15
年

を
迎
え
る
。
記
念
式
典
は

11
月
２
日
、
佐
々
木
毅
先

生
が
講
演
を
す
る
予
定
。

８
月
11
日
に
テ
レ
ビ
番
組

「
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

を
公
民
館
で
収
録
、
そ
の

告
知
等
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

も
作
成
す
る
予
定
。
そ
の

他
、
広
報
美
郷
の
縮
刷
版

を
発
行
す
る
な
ど
の
事
業

を
予
定
し
て
い
る
。

予算特別委員会

千畑小学校のプール
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反
対
討
論

賛
成
討
論

一
般
会
計
予
算

泉
議
員　
町
の
新
年
度
予
算
は
、公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業

化
路
線
を
押
し
つ
け
る
国
の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
で
き
な
い
。

　

㈱
モ
ン
ベ
ル
の
出
店
に
多
額
の
補
助
金
を
出
す
こ
と

が
、住
民
の
生
活
に
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
。計
画
の

全
体
像
は
明
確
に
示
さ
れ
ず
、予
算
へ
の
計
上
は
早
急
す

ぎ
た
感
が
否
め
な
い
。

　

10
月
に
消
費
税
の
増
税
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、消
費
不
況

は
よ
り
深
刻
に
な
り
、貧
困
と
格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
す

る
。住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
の
充
実
を
求
め
る
。

熊
谷（
良
）議
員　
町
の
新
年
度
予
算
は
、財
政
健
全
化
の

取
り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
第
２
次
美
郷
町
総
合
計
画

に
沿
っ
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
へ
の
対
応
を
意
識
し
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機
運
を
高
め
る
取
り

組
み
、
産
業
と
観
光
の
振
興
を
図
り
交
流
促
進
に
資
す
る

取
り
組
み
な
ど
、
各
般
の
施
策
が
計
画
的
か
つ
積
極
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

㈱
モ
ン
ベ
ル
の
出
店
に
は
、
企
業
誘
致
と
し
て
賛
成
で

き
る
。
相
手
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
進
め
、
雇
用
の
創
出
、
財
源
の
確
保
な
ど
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　採決で賛否が分かれた議案等を掲載しています。議長は採決には加わりません。
○：賛成　●：反対　欠：欠席　

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
議
決
結
果

議員名

深
沢

義
一

小
原

正
彦

鈴
木

正
洋

内
田

清
文

泉

美
和
子

森
元

淑
雄

髙
山

茂
雄

細
井

邦
男

熊
谷

良
夫

伊
藤

福
章

鈴
木

良
勝

村
田

薫

藤
原

政
春

深
澤

均

熊
谷

隆
一

澁
谷

俊
二

採 決 結 果

○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 21 号　平成 31 年度美郷町一般会計予算

 ◎平成31年第２回議会定例会（3/1～3/18）

　　

観
　
光

小
原
議
員　
「
観
光
振
興

業
務
委
託
料
」（
６
７
８

万
８
千
円
）
の
詳
細
は
。

　
商
工
観
光
交
流
課
長　
こ

れ
ま
で
観
光
協
会
が
行
っ

て
き
た
観
光
案
内
人
の
予

約
受
付
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
の
維
持
管
理
に
関
す

る
費
用
、
そ
れ
に
加
え
て
、

各
行
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

製
作
に
か
か
る
費
用
を
計

上
し
て
い
る
。

泉
議
員　
「
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
補
助
金
」（
４
８
９

万
７
千
円
）
の
交
付
基
準

と
交
付
先
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
事

業
の
食
糧
費
以
外
に
つ
い

て
、
お
お
む
ね
50
％
以
内

で
交
付
す
る
。
交
付
先
は
、

こ
れ
ま
で
観
光
協
会
な
ど

が
実
施
し
て
き
た
行
事
を

運
営
す
る
次
の
８
団
体
。

樽
み
こ
し
、
名
水
茶
会
、

六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
、
う
た

と
お
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
長
者
の
山
全
国
大

会
、
お
寺
め
ぐ
り
、
美
郷

検
定
、
仙
北
荷
方
節
大
会
。

鈴
木（
正
）議
員　
「
ポ
ス

タ
ー
作
成
業
務
委
託
料
」

（
１
３
８
万
円
）の
詳
細
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
」

「
夏
の
清
水
」「
六
郷
の
カ

マ
ク
ラ
」
の
３
種
類
、
各

６
０
０
部
を
発
行
し
て
い

る
。
町
内
の
商
店
や
観
光

関
連
施
設
、
県
内
の
観
光

関
連
施
設
、
他
市
町
村
等

に
送
付
し
、
掲
示
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
作
品
は
コ

ン
ペ
で
選
定
し
て
い
る
。 

小
原
議
員　
「
誘
客
推
進

事
業
委
託
料
」（
64
万
８

千
円
）
の
詳
細
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
の
付
い
た
観
光

案
内
看
板
に
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
か
ざ
す
と
情
報
が

多
言
語
化
さ
れ
て
表
示
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
を
、
秋
田

県
が
導
入
を
進
め
て
い
る
。

美
郷
町
も
現
在
あ
る
看
板

の
う
ち
28
箇
所
を
多
言
語

化
す
る
予
定
。

内
田
議
員　
「
湧
太
郎
空

調
設
備
改
修
工
事
」（
８

４
２
４
万
９
千
円
）
の
積

算
根
拠
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
ガ

ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
エ
ア

コ
ン
で
見
積
も
っ
た
。
室

外
機
が
7
台
、
室
内
機
は

26
台
。
導
入
コ
ス
ト
と
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
保
守

管
理
費
等
を
20
年
間
で
計

算
し
た
結
果
、
こ
の
金
額

と
な
っ
た
。

細
井
議
員　
「
観
光
案
内

休
憩
所
ト
イ
レ
改
修
工

事
」（
５
３
４
万
6
千
円
）

の
詳
細
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
男

女
ト
イ
レ
と
も
に
ス
ペ
ー

ス
を
拡
張
す
る
。
床
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
土
間
か
ら
湿

気
が
あ
が
っ
て
く
る
の
を

防
ぐ
た
め
、
土
間
を
撤
去

し
て
防
水
シ
ー
ト
を
敷
い

た
上
に
床
材
を
敷
く
。
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
て

明
る
く
快
適
な
環
境
に
す

る
。

農
業

髙
山
議
員　
「
薬
用
植
物

栽
培
支
援
事
業
費
補
助

金
」（
１
４
９
万
５
千
円
）

に
関
連
し
て
、
生
薬
栽
培

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
く

方
策
は
。

農
政
課
長　
生
薬
生
産
組

合
が
設
立
さ
れ
、
生
産
か

ら
出
荷
へ
の
取
り
組
み
が

回
り
始
め
て
い
る
こ
と
を
、

広
報
な
ど
を
通
じ
て
周
知

を
図
っ
て
い
く
。

髙
山
議
員　
「
し
い
た
け

生
産
施
設
等
整
備
事
業
費

補
助
金
」（
１
億
１
９
５

２
万
円
）
の
詳
細
は
。

農
政
課
長　
県
の
補
助
金

に
加
え
、
町
で
は
10
分
の

１
を
補
助
す
る
。

医
療
・
福
祉

泉
議
員　
「
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
負

担
金
」（
３
３
３
万
２
千

円
）
の
詳
細
は
。 

福
祉
保
健
課
長　
大
曲
保

健
所
が
管
轄
し
て
い
た
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
事
業

は
、
大
仙
市
が
引
き
継
い

で
行
っ
て
い
た
が
、
現
在

は
自
立
支
援
事
業
に
移
行

し
て
い
る
。
大
仙
市
と
協

議
し
た
と
こ
ろ
、
美
郷
町

に
も
利
用
者
が
い
る
の
で

31
年
度
か
ら
負
担
金
を
支

払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

深
澤（
均
）議
員　
「
予
防

接
種
委
託
料
」（
４
８
０
３

万
５
千
円
）の
風
疹
予
防

抗
体
検
査
等
の
対
象
者
は
。

福
祉
保
健
課
長　
昭
和
37

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54

年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
約
２
０
０
０
人

が
対
象
、
そ
の
６
割
と
な

る
１
１
６
０
人
が
受
診
す

る
と
想
定
し
た
。
対
象
者

に
は
、
役
場
か
ら
通
知
が

届
く
。

泉
議
員　
保
健
衛
生
総
務

費
の
「
旅
費
」（
91
万
円
）

に
つ
い
て
。

福
祉
保
健
課
長　
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
世
代
に
至
る
ま
で
の

相
談
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す

る
。
そ
の
業
務
に
関
す
る

研
修
に
参
加
す
る
た
め
の

費
用
。

森
元
議
員　
普
通
交
付
金

（
15
億
４
１
６
６
万
８
千

円
）
が
30
年
度
よ
り
も
減

る
理
由
は
。

福
祉
保
健
課
長　
普
通
交

付
金
は
、
医
療
費
と
し
て

か
か
っ
た
分
が
国
か
ら
補

助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る

制
度
。
31
年
度
に
７
０
０

０
万
円
の
減
額
を
見
込
む

理
由
は
、
町
の
被
保
険
者

数
が
年
々
２
０
０
人
か
ら

２
５
０
人
ほ
ど
減
少
し
て

い
る
こ
と
に
伴
い
、
か
か

る
医
療
費
も
減
っ
て
き
て

い
る
た
め
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

下
水
道
事
業

特
別
会
計

村
田
議
員　
事
業
予
算
の

半
分
以
上
を
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
運

営
で
き
な
い
の
か
。

建
設
課
長　
下
水
道
の
使

用
料
と
し
て
は
、
９
２
０

件
を
見
込
み
４
５
０
９
万

５
千
円
を
あ
て
て
い
る
。

そ
の
額
か
ら
経
常
的
に
か

か
る
経
費
を
引
い
た
だ
け

で
、
３
７
７
６
万
8
千
円

が
不
足
す
る
計
算
。
そ
の

他
、
建
設
工
事
の
償
還
も

あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
が
な
け
れ
ば
運
営

は
難
し
い
。 

ラベンダーまつりのポスター
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さ
せ
た
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
想
い
が
、「
あ
き

た
美
郷
づ
く
り
株
式
会

社
」
に
は
込
め
ら
れ
て
い

る
。「
あ
き
た
」
は
県
外

の
美
郷
町
と
区
別
す
る
た

め
、「
美
郷
」
は
国
内
外

の
観
光
客
に
地
名
を
知
ら

し
め
た
い
と
い
う
想
い
が

あ
る
。
外
国
人
旅
行
者
か

ら
は
「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」

と
略
称
で
呼
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

③
新
会
社
の
経
営
陣
が
、

適
切
な
人
材
を
採
用
す
る

は
ず
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
も
、
町
と
し
て

は
相
談
が
あ
れ
ば
応
じ
た

い
。

質　問　者

　
３
月
13
日
の
本
会
議
に
お
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
2

議
員
が
４
項
目
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
質

問
・
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一般質問とは？

　一般質問は、年４回の議会定例会において行われます。議題とは
関係なく、行財政全般にわたる議員主導による政策論議であるため、
通告制が採用されています。通告（質問の届け出）は、議員個人の
判断によります。

一

般

質

問

観光新会社の具体的な説明を
経営資源を一元化し、観光を振興町長 ２

議
員
が

４
項
目
を

　
　
　

質た
だ

す

内
う ち だ

田　清
きよふみ

文　議員
◇新会社の設立について
◇消防団について

泉
いずみ

　美
み わ こ

和子　議員
◇国保税の引き下げを
◇教育行政について

内
うちだ

田　清
きよふみ

文 議員

消
防
団
の

改
善

問

議
員　
美
郷
温
泉
振
興
株

式
会
社
、
株
式
会
社
雁
の

里
せ
ん
な
ん
、
六
郷
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
、
美
郷

町
観
光
協
会
の
４
組
織
が

統
合
さ
れ
「
あ
き
た
美
郷

づ
く
り
株
式
会
社
」
が
設

立
さ
れ
た
。

　

①
新
会
社
が
担
う
業
務

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説

明
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

成
果
の
検
証
は
ど
の
よ
う

に
し
て
行
わ
れ
る
の
か
。

　

②
新
会
社
名
「
あ
き
た

美
郷
づ
く
り
株
式
会
社
」

は
、
ど
ん
な
想
い
で
付
け

た
の
か
。
外
国
人
旅
行
者

も
呼
び
や
す
い
名
前
の
方

が
良
い
の
で
は
。

　

③
新
会
社
の
企
画
営
業

部
門
に
は
、
ど
の
よ
う
な

人
材
を
採
用
す
る
予
定
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
①
観
光
と
物
産
に

関
す
る
事
業
を
発
展
さ
せ

る
た
め
、
情
報
・
人
・
物
・

金
の
流
れ
を
一
元
化
し
た

組
織
「
あ
き
た
美
郷
づ
く

り
株
式
会
社
」
を
設
立
し

た
。
公
共
施
設
の
適
切
な

管
理
と
設
置
目
的
を
ふ
ま

え
た
業
務
の
展
開
、
具
体

的
に
は
物
販
、
宿
泊
、
飲

食
、
入
浴
、
サ
イ
ダ
ー
な

ど
特
産
品
製
造
、
そ
し
て
、

観
光
案
内
お
よ
び
観
光
関

連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
な

ど
に
新
会
社
は
取
り
組
む
。

事
業
成
果
の
検
証
は
、
新

会
社
み
ず
か
ら
が
行
い
、

株
主
に
諮
る
こ
と
に
な
る
。

　

②
観
光
と
物
産
を
連
携

議
員　
①
美
郷
町
に
は
女

性
の
消
防
団
員
が
い
な
い
。

防
火
防
災
の
啓
発
活
動
な

ど
、
女
性
の
方
が
適
し
て

い
る
活
動
内
容
も
あ
る
。

女
性
消
防
団
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

　

②
美
郷
町
消
防
団
に
お

け
る
一
般
団
員
の
定
年
退

職
年
齢
は
65
歳
で
あ
る
。

近
隣
自
治
体
は
70
歳
を
定

年
と
し
て
い
る
。
美
郷
町

も
定
年
が
65
歳
で
な
く
て

も
よ
い
の
で
は
。

町
長　
①
県
内
25
市
町
村

に
あ
る
消
防
団
の
う
ち
、

19
市
町
村
に
女
性
団
員
が

い
る
。
美
郷
町
に
女
性
団

町の消防訓練大会

員
が
い
な
い
の
は
、
女
性

の
応
募
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。
消
防
団
長
お
よ
び
消

防
団
幹
部
と
は
、
若
年
層

と
女
性
の
入
団
を
推
進
し

て
い
く
旨
を
確
認
し
合
っ

て
い
る
。
広
報
美
郷
な
ど

を
通
じ
て
、
引
き
続
き
募

集
を
行
う
。

　

②
美
郷
町
も
、
機
能
別

消
防
団
員
の
定
年
は
70
歳

と
し
て
い
る
。
当
面
は
現

在
の
年
齢
を
継
続
し
た
い
。
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泉
いずみ

　美
み わ こ

和子 議員

議
員　
児
童
生
徒
の
発
達

に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い

ラ
ン
ド
セ
ル
や
カ
バ
ン
の

重
さ
に
つ
い
て
町
の
現
状

と
対
策
は
。

教
育
長　
町
教
育
委
員
会

で
全
小
学
校
に
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

発
達
段
階
や
学
習
上
の
必

要
性
に
応
じ
て
荷
物
の
軽

減
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と

議
員　
国
民
健
康
保
険
の

県
へ
の
事
業
納
付
金
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
国

保
加
入
者
の
負
担
増
と
な

ら
ぬ
よ
う
、
財
政
措
置
で

引
き
下
げ
を
求
め
る
。
ま

た
、
子
ど
も
の
均
等
割
に

つ
い
て
独
自
に
減
免
す
る

自
治
体
が
増
え
て
お
り
、

町
に
も
軽
減
策
の
実
施
を

求
め
る
。

　
町
長　
県
へ
の
事
業
納
付

金
が
増
額
に
な
っ
た
の
は
、

県
全
体
の
医
療
費
の
伸
び

な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
事
業
納
付
金
の
増
額

は
国
保
税
の
負
担
増
に
繋

が
る
が
、
被
保
険
者
の
減

少
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
平
成
31
年
度
当
初
予

算
で
は
前
年
度
よ
り
微
増

と
計
上
し
て
い
る
。
し
か

し
、
所
得
や
税
収
の
動
向

な
ど
不
確
定
要
素
が
あ
る

の
で
、
本
算
定
ま
で
に
適

切
な
税
率
を
検
討
し
て
い

く
。

　

子
ど
も
の
均
等
割
保
険

料
軽
減
措
置
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
県
内
で

独
自
の
軽
減
策
を
実
施
し

て
い
る
市
町
村
は
な
く
、

全
国
的
に
も
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
。
美
郷
町
に
お
い

て
は
、
今
後
も
全
国
町
村

会
等
を
通
じ
て
支
援
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
求
め
て

い
く
が
、
町
単
独
で
実
施

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

平成31年第１回美郷町議会臨時会（１月31日）

　１月 31日に第１回臨時会を開催し、補正予算１件の審議を行い、全員賛成で原案
を可決しました。
　平成 30年度一般会計補正予算第６号は、小中学校空調設備整備事業（エアコン設
置工事）、除排雪委託料、しいたけ生産施設等整備事業費補助金などです。歳入・歳
出にそれぞれ３億 4354 万円追加し、平成 30 年度予算総額を 122 億 3403 万４千円
としました。

質　疑
熊谷隆一議員	 エアコン設備計画では８月いっぱいの工事予定だが、見通しは。
教育総務課長	 機材調達に厳しさはあるが、夏休み明けには、全ての学校でエア

コンを稼働させたいと思っている。

熊谷良夫議員	 多くのエアコン設置となるが、電気容量の変更等は必要か。
教育総務課長	 高圧受電設備を増強する必要があり、工事費を計上している。

深澤　均議員	 工事完了後に追加の工事が発生しないように、十二分に検討した
設計なのか。

教育総務課長	 降雪前に校地の確認をした上で設計している。

深澤　均議員	 冷房効率が悪い学校もあるが、その対策は。
教育総務課長	 大規模な工事を今回は考えていない。窓にフィルムを貼ることな

どの対応を検討したい。

工事箇所 担　当
美郷中学校 ㈱フジヤアクアテック
仙南小学校 ㈲坂本水道工業
千畑小学校 ㈱富士開発機工
六郷小学校 大曲施設工業㈱

児
童
の
ラ
ン
ド

セ
ル
の
重
さ

児
童
ク
ラ
ブ
の

職
員
配
置
基
準

問

問
議
員　
国
は
職
員
配
置
や

資
格
に
つ
い
て
「
従
う
べ

き
基
準
」
か
ら
「
参
酌
す

べ
き
基
準
」
に
変
更
す
る

方
針
を
出
し
て
い
る
。
質

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中

で
、
安
心
安
全
な
体
制
を

維
持
し
て
い
く
よ
う
求
め

る
。

教
育
長　
本
町
で
は
各
ク

ラ
ス
で
常
時
２
人
の
職
員

を
配
置
し
て
お
り
、
勤
務

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
慮

し
、
全
体
で
27
人
の
職
員

を
配
置
し
て
い
る
。
支
援

員
資
格
保
持
者
は
全
体
の

70
％
で
あ
り
、
支
援
員
資

格
保
持
者
の
育
成
に
も
注

力
し
て
い
る
。
町
と
し
て

は
、
児
童
の
安
全
確
保
や

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

充
実
の
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
の
国
の
基
準
に
基
づ
く

職
員
配
置
を
継
続
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

国保税の引き下げを
町独自の実施予定はない町長

が
再
確
認
で
き
た
。
荷
物

の
重
量
は
小
学
校
高
学
年

で
も
５
・
４
ｋｇ
以
下
で
あ

り
、
児
童
や
保
護
者
か
ら

の
訴
え
は
な
い
。

８月20日までに各学校へエアコンを設置

工事請負契約の締結を可決
（3月定例会） 六郷小学校の登校風景

六郷小学校ホールの室内機
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❖人　事❖

3月定例会　請願・陳情3月定例会　請願・陳情

◇陳情第25号　最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める陳情
　	 秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　渋谷　一
　	 秋田県労働組合総連合　議長　　　三浦　宣人

◇陳情第29号　奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画
的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情書

　	 一般財団法人日本熊森協会　会長　室谷　悠子

◇陳情第28号	 幼児教育・保育の無償化、待機児童解消、保育士の処遇改善のための必要
	 	 な措置を国に求める陳情書
　	 秋田ほいくを考える会　　　代表　伊藤　博和
　	 秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　淳

〈産業建設常任委員長報告〉
審査では「地域間格差を縮小させることは、都市部に人材が流れるのを防ぐ」「賃金を上げ
て企業の人材を確保すべき」などの意見がありました。採決したところ、出席委員の全会
一致で「採択とすべきもの」としました。

〈産業建設常任委員長報告〉
審査では「野生動物の餌場を山奥に復元することや人工林を皆伐して天然林にすることが
理解できない」「放置人工林を皆伐した後、天然林が育つまで待つのは現実的でない」とい
う意見がありました。採決したところ、出席委員の全会一致で「不採択とすべきもの」と
しました。

〈教育民生常任委員長報告〉
審査では「10 月から消費税増税で、国では社会保障の拡充にあてることになっているため
採択すべき」「願意は妥当なので採択すべき」という意見がありました。採決したところ、
出席委員の全会一致で「採択とすべきもの」としました。

採択し、意見書を提出しました

不採択としました

条
例
・
補
正
予
算
質
疑

役
場
職
員
の
自
己
啓

発
休
業
条
例

平
成
30
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算

ア
ク
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
す
る
し
尿
の

処
理
料
金
を
値
上
げ

泉
議
員　
役
場
職
員
と
し

て
良
好
な
成
績
で
勤
務
し

て
い
る
こ
と
を
、
ど
う
い

う
基
準
で
判
断
す
る
の
か
。

総
務
課
長　
職
員
の
勤
務

成
績
の
評
価
は
、
人
事
評

価
お
よ
び
、
目
標
管
理
の

成
績
な
ど
実
績
に
よ
っ
て

判
断
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

泉
議
員　
利
用
者
数
は
。

倍
以
上
の
料
金
値
上
げ
だ

が
利
用
者
に
説
明
を
し
た

か
。

高
齢
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
経
費
を

追
加
（
14
万
９
千

円
）

村
田
議
員　
地
域
自
立
生

活
支
援
事
業
委
託
料
（
配

食
サ
ー
ビ
ス
）
の
追
加
は

何
人
分
か
。

福
祉
保
健
課
長　
７
人
分

１
７
５
食
で
、
全
体
で
は

１
５
９
人
分
９
８
４
８
食
。

申
込
が
増
え
た
時
は
、
補

正
予
算
で
対
応
し
た
い
。

大
小
島
真
木
さ
ん

の
壁
画
を
公
民
館

に
設
置
（
34
万
４
千

円
）　

深
沢（
均
）議
員　
中
学
校
、

小
学
校
そ
し
て
公
民
館
と
、

大
小
島
真
木
さ
ん
の
壁
画

が
続
く
が
、
も
っ
と
町
に

ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
作

品
を
展
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
大
小
島

さ
ん
に
制
作
を
依
頼
し
た

時
点
で
、
陰
陽
五
行
説
に

な
ぞ
ら
え
た
テ
ー
マ
が
設

定
さ
れ
た
。
美
郷
中
は

「
水
」、
仙
南
小
は
「
土
」、

千
畑
小
は
「
木
」、
公
民

館
は
「
金
」、
９
月
に
設

置
す
る
六
郷
小
は
「
火
」

と
な
る
予
定
。
公
民
館
は
、

町
民
か
ら
気
軽
に
見
て
頂

け
る
場
所
と
し
て
決
定
し

た
。

　

３
月
25
日
付
け
で
小
原
正
彦
議

員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
辞
職
願

を
、
３
月
26
日
付
け
で
許
可
し
ま

し
た
。

小
原　

正
彦 

氏

◆
在
職
期
間

〔
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら

　

平
成
31
年
３
月
26
日
ま
で
〕

　

辞
職
さ
れ
た
小
原
正
彦
議
員
に

代
わ
り
、
４
月
16
日
付
け
で
決
定

し
ま
し
た
。

◆
総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長

　
　
　
　

泉　

美
和
子

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員

髙
山　

茂
雄

農
政
課
長　
畜
産
農
家
は

24
戸
。
２
月
の
末
に
利
用

者
に
説
明
を
し
て
理
解
し

て
頂
い
た
。

村
田
議
員　
１
日
の
処
理

能
力
は
。

農
政
課
長　
１
日
10
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
だ
。

公民館で制作中の大小島さん

アクティセンターのバキュームカー
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❖表　彰❖

傍聴に是非お越しください

みさと
議会だより 

第58号 
クイズ

正解と当選者

★クイズ
【問１】	「○○の志」基金を創設

【問２】 	「住民と議会との懇談会」は今年で第○○回目

◎クイズ当選者　抽選の結果、次の方々が当選しました。

第 13 回 「シリーズ  みさとの大家族」

◆
主
な
経
歴

　

六
郷
町
議
会
議
員

（
平
成
３
年
５
月
～
平
成
16
年
10
月
）

　

美
郷
町
議
会
議
員

　
（
平
成
16
年
11
月
～
）

全
国
町
村
議
会
議
長
会
自
治
功
労
者
表
彰

→　【正解】１６

武藤　節子 様　久米　昌子 様　継田　玲子 様

→　【正解】鴻鵠　

広報委員会　研修報告
伝わる写真の撮りかたは

ようこそ美郷町へ
　

４
月
12
日
、
秋
田
県
羽
後
町
議
会

「
議
会
運
営
委
員
会
」
の
一
行
８
人

が
研
修
の
た
め
美
郷
町
議
会
を
訪
れ

ま
し
た
。
美
郷
町
議
会
か
ら
は
、
議

長
、
議
会
運
営
委
員
長
な
ど
４
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
議
会
活
性
化
の
取

組
み
に
つ
い
て
で
す
。
森
元
委
員
長

が
議
員
定
数
削
減
や
住
民
懇
談
会
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
皆
で
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

羽
後
町
と
は
、
東
成
瀬
村
と
県
南

３
か
町
村
議
会
議
員
協
議
会
を
組
織

し
毎
年
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
美
郷
町
議
会
が
担
当
で
７

月
に
開
催
予
定
で
す
。

　

議
会
広
報
に
も
写
真

の
重
要
性
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

３
月
28
日
に
、
鷹
觜

写
真
店
の
鷹た

か
の
は
し觜 

寧や
す
し

氏

と
、
美
郷
町
出
身
で
秋

田
市
在
住
、
写
真
家
の

加
藤
明あ

け

見み

氏
を
講
師
に

招
い
て
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

研
修
に
は
、
委
員
が

普
段
使
用
し
て
い
る
カ

メ
ラ
を
持
参
し
ま
し
た
。

　

鷹
觜
氏
か
ら
は
、
カ

メ
ラ
の
基
本
操
作
方
法

に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し

た
。
左
手
の
使
い
方
や

脇
を
し
め
て
構
え
る
こ

と
、
人
物
を
撮
る
場
合

の
遠
近
法
の
使
い
方
な

ど
に
つ
い
て
教
え
て
い

　

加
藤
氏
か
ら
は
、「
文

章
で
伝
え
る
こ
と
も
大

事
だ
が
、
写
真
を
見
る

だ
け
で
伝
わ
る
こ
と
も

あ
る
。
何
を
伝
え
た
い

の
か
を
常
に
頭
に
入
れ

な
が
ら
た
く
さ
ん
撮
る

こ
と
が
大
切
」
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を

身
に
付
け
て
、
よ
り
伝

わ
り
や
す
い
広
報
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

◇　
　

◇　
　

◇

　

加
藤
氏
は
ク
マ
の
写

真
を
撮
る
こ
と
を
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
に
さ
れ
て
い

て
い
ま
す
。
農
政
課
の

職
員
も
加
わ
り
、
ク
マ

の
珍
し
い
生
態
の
写
真

を
見
な
が
ら
餌え

さ

の
状
況

と
ク
マ
の
発
生
数
の
関

係
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　

こ
れ
ま
で
、
定
例
会
の
日
程

は
「
み
さ
と
議
会
だ
よ
り　

お
知

ら
せ
版
」
で
お
伝
え
し
て
い
ま
し

た
が
、
発
行
日
と
の
関
係
に
よ
り
、

定
例
会
が
行
わ
れ
る
日
ま
で
お
届

け
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
日
程
が
決
ま
り

次
第
、「
お
知
ら
せ
版
」
を
早
め

に
発
行
し
、
お
届
け
し
ま
す
。

次回定例会は6月を予定しております。
たくさんの傍聴をお待ちしております。

　

今
回
は
、
杉
本
さ
ん
一
家
で
す
。

　
「
３
人
の
孫
が
元
気
で
、
毎
日
賑
や

か
だ
よ
」と
久
雄
さ
ん
。
滉ひ

ろ

翔と

く
ん（
６

年
生
）
は
ス
ポ
少
で
陸
上
競
技
を
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
芽め

い

那な

ち
ゃ
ん（
１
年
生
）

は
縄
跳
び
と
フ
ラ
フ
ー
プ
が
得
意
、
陽ひ

高だ
か

く
ん
（
す
こ
や
か
園
年
長
）
は
車
が

大
好
き
、
メ
ー
カ
ー
や
車
種
も
知
っ
て

い
ま
す
。
百
合
子
さ
ん
は
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
帰
っ
て
く
る
子
供
た
ち
を
毎
日

迎
え
に
行
き
ま
す
。
与ひ

と
し
さ
ん
と
恵
美
さ

ん
は
「
健
康
が
一
番
、
こ
れ
か
ら
も
明

る
く
元
気
な
家
族
で
い
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。　（

取
材
・
髙
山
茂
雄
）

与
ひとし
さん

百合子さん 芽
めいな
那ちゃん陽

ひ
高
だか
くん 滉

ひろと
翔くん

恵美さん 久雄さん

熊
谷
良
夫
議
員

　
議
員
在
職
27
年
以
上

18
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広
報
研
修
会
・
よ
う
こ
そ
美
郷
町
へ

19

表
彰
・
み
さ
と
の
大
家
族
・
ク
イ
ズ
の
答
え

みさと議会だより 第59号



美郷
vol.54

シリーズ

応募方法／

あて先／

締切日／

〒019-1541　美郷町土崎字上野乙 170 番地 10
美郷町議会事務局　議会だより係

令和元年6月15日（当日消印有効）

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢を
書いてお送りください。正解者の中から抽選で
３人の方に粗品を差し上げます。また、議会
へのご意見をお待ちしております。

○の中だけお答えください

問1

問2

六郷登山協会六郷登山協会

みさと議会だより 第59号
20

美郷町議会事務局 〒019-1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙170番地10（美郷町役場内）
TEL.0187-84-4912 FAX.0187-85-3102 E-mail gikai @ town.misato.akita.jp

美郷町ホームページ  http://www.town.misato.akita.jp/

地球環境にやさしい
ベジタブルインキを
使用しています。

【印刷・製本】株式会社アイ・クリエイト

山の空気はおいしいよ山の空気はおいしいよ

　
美
郷
山
岳
会
の
中
の
「
六
郷
登
山
協

会
」
会
長
、
畠
山 

正
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　
お
陰
様
で
、
創
立
45
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。会
員
は
64
名
で
、

雪
山
や
沢
登
り
な
ど
も
含
め
年
間
15
座

ほ
ど
登
っ
て
い
ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス
な

ど
の
名
峰
に
も
登
り
ま
す
が
、
地
元
に

あ
る
黒
森
山
の
登
山
道
や
山
頂
の
避
難

小
屋
を
整
備
し
て
、
町
民
か
ら
気
持
ち

よ
く
登
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　
月
１
回
の
定
例
会
で
は
、
登
っ
た
山

の
感
想
や
次
に
登
る
山
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
す
。
皆
が
自
由
に
意
見
を
出
し

合
う
、と
て
も
に
ぎ
や
か
な
酒
宴
で
す
。

千
畑
登
山
会
の
人
た
ち
と
も
仲
良
く
し

て
い
ま
す
。

　
モ
ン
ベ
ル
の
直
営
店
が
、
来
年
４
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
と
聞
き
ま
し
た
。
機

能
性
と
信
頼
性
に
優
れ
た
商
品
が
、
遠

く
に
行
か
ず
に
買
え
る
よ
う
に
な
る
の

で
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
山
登
り
や

ア
ウ
ト
ド
ア
で
美
郷
町
を
訪
れ
る
人
が

増
え
る
と
思
う
の
で
、
私
達
が
で
き
る

こ
と
で
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
山
を
愛
し
山
に
感
謝
す

る
気
持
ち
を
持
ち
、
仲
間
の
和
を
大
切

に
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
詳
し
い
活
動
の
内
容
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会
員
は
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
：
０
９
０
・
３
１
２
１
・
９
２

２
４（
畠
山
）

（
取
材
・
細
井
邦
男
）

町と包括連携協定を結んでい
る、日本を代表するアウトドア
メーカーは○○○○

平成31年（令和元年）度、一般
会計当初予算は○○○億７２５
７万８千円。

栗駒山系秣岳にて
まぐさ


